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実機 1/4 規模の圧延機 3 基を近接配置した熱間圧延装置に、パス間短縮のための高速圧延で生じる加工発
熱を補償するパス間および最終パス直後急冷装置を増設し、高速圧延と急冷を組み合わせた新プロセス(SSMR
法)を構築した。その細粒化効果は著しく、最終 3 パス圧下率 50%-40%-50%、最終パス間 0.17s、パス間冷却
および最終パス直後 820℃から 650℃までの 1000℃/s 以上の急速冷却等の条件にて、単純組成鋼(0.15%C-





















ど様々な因子の影響を検討した結果、表層部 0.9μm、平均 1.3μm の超微細結晶粒からなる 1.0～1.2mm
厚の薄鋼板を造ることに成功した。 
超微細組織の形成機構についても詳細な検討により明らかにしている。すなわち、多パスの短パス間
圧延によってオーステナイト組織に高度にひずみが蓄積され、一部で微細な再結晶粒が生成すると共に、
未再結晶粒内には微細な転位セル構造が形成され、これを核生成サイトとして最終パス直後の急冷中に
微細なフェライトが生成することを明らかにした。 
 また、ここで提案した超微細フェライト鋼の製造を可能にする熱間圧延機の実機化に必要な最大圧延
荷重の計算を行い、適切な潤滑圧延や小径ロールの適用により実現可能であることを明らかにした。 
以上のように本研究成果は熱間圧延における組織の超微細化を実現するメカニズムを明らかにした
学術的な貢献だけでなく、今後の熱間圧延機の設計の指針も提供し、工業的価値も高い。これらの理由
で、本論文は工学分野の学位に値すると判断する。 
